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ＰＤＣＡサイクル 

マネジメントサイクルの一つで、計画（plan）、実行（do）、評価（check）、改善（act）のプロセスを順

に実施すること。 

避難行動要支援者 

要配慮者（高齢者、障がいのある人、乳幼児、その他の特に配慮を要する人）のうち、災害が発生し、ま

たは災害が発生する恐れがある場合に自ら避難することが困難な人であって、その円滑かつ迅速な避

難の確保を図るため特に支援を要する人のこと。 

費用対効果 

支出した費用に対して得られる効果のこと。 

フレイル予防 

高齢期に病気や老化などによる影響を受けて、心身の活力（筋力や認知機能など）を含む生活機能が

低下し、将来要介護状態となる危険性が高い状態になることの予防。 

プログラミング教育 

プログラミング的思考（プログラミングを行う際に必要となる論理的思考力）を育てる教育のこと。 

プロモーション 

消費者の購買意欲を喚起するための活動のこと。 

ポータルサイト 

インターネットにアクセスするときにその入り口となるウェブサイトのこと。 

ま行 

マイナンバーカード 

住民の申請により無料で交付されるプラスチック製のカードで、本人確認のための身分証明書として、

また、税・社会保障・災害対策の法令で定められた手続きを行う際の番号確認に利用できる。 

マーケティング 

顧客が真に求める商品やサービスを作り、その情報を届け、顧客がその価値を効果的に得られるよう

にするための活動。 

や行 

有効求人倍率 

月間有効求職者数に対する月間有効求人数の割合。 

ＵＩＪターン 

大都市圏の居住者が地方に移住する動きの総称のことであり、Ｕターンは出身地に戻る形態、Ｊターン

は出身地の近くの地方都市に移住する形態、Ｉターンは出身地以外の地方へ移住する形態を指す。 

ユニバーサル社会 

年齢、性別、障がいの有無、文化等の違いに関わりなく、誰もが地域社会の一員として尊重され、互い

に支え合い、一人ひとりが持てる力を発揮して活動することができる社会のこと。 
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特別指定区域制度 

市街化調整区域の土地利用に関する兵庫県の制度。市町や地域のまちづくり団体が住民と協働して、

地域の課題を解決し、その将来の姿を描く土地利用計画を策定した場合に、市町からの申出により、

県が条例で特別指定区域を指定し、市街化調整区域の建築許可要件の一部を緩和することにより、計

画に沿ったまちづくりを実現する制度。 

トレックウォーク 

「トレッキング」と「ウォーキング」を合わせた造語で、健康的に行うハイキングや軽登山のこと。 

な行 

二次救急医療体制 

入院治療や手術を必要とする重症患者に対応する救急医療体制。 

二地域居住 

都市部と地方部にそれぞれ生活の拠点を持ち、例えば平日は都市部で仕事をして暮らしながら、週末

などの休みには地方部で趣味などのゆとりある生活を過ごすライフスタイル。 

二地域就業 

都市部に所在する企業が、例えばサテライトオフィスなどを地方部におき、その両方に同じような業務

環境を構築することで都市部または地方部のいずれにおいても就業が可能となるような就業スタイル。 

日本遺産 

文化庁により認定された、地域の歴史的魅力や特色を通じて我が国の文化・伝統を語るストーリー。 

認定農業者 

農業経営基盤強化促進法に基づく農業経営改善計画の市町村の認定を受けた農業経営者・農業生産

法人のこと。 

農地中間管理機構 

農地所有者と農業経営者（担い手）の間に立ち、「信頼できる農地の中間的受け皿」としての役割を担

い、農地利用の集積・集約化を行う機構。「農地バンク」、「農地集積バンク」ともいう。 

は行 

ハザードマップ 

自然災害による被害の軽減や防災対策に使用する目的で、被災想定区域や避難場所・避難経路などの

防災関係施設の位置などを表示した地図のこと。 

パブリックコメント 

公的機関が条例や計画を企画立案する場合に、その策定しようとする計画等の趣旨・目的・内容等の

必要な事項を広く公表し、それに対して住民等から寄せられた意見のこと、または、こうした手続きの

こと。 

PET-CT検診 

がん治療で使われる最先端の画像診断装置（ポジトロン断層撮影装置とコンピューター断層撮影装置

を組み合わせた機器）を使った検診のこと。 

 


